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▶今月号を持ちまして担当を交代することとなりまし
た。思い返せば早 2年，仕事も私事も初めてのこ
とばかりであっという間……。4月号の対談企画
では，「覚えていない経験は経験でない」という一
節があり，この貴重な2年間がただ過ぎ去る記憶
にならないよう，いま一度気を引き締めたいと思って
います。この場を借りまして，読者の皆さまとお世話
になった方 へ々感謝を申し上げます。� （宇津井）
▶はじめまして。この春より『看護管理』の担当をす
ることになりました石塚純一と申します。これまでは
看護師さん向けのさまざまなジャンルの書籍を担当
してまいりました。▶仕事のリズムも変わり，個人的に
も大きな変革の春となりました。ご縁を大切にし，看
護管理者の皆さまのお役に立つ雑誌となるよう新
たな気持ちで向き合ってまいりますので，ご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願いします。� （石塚）

▶2015年 1，2月号に続き，本号と次号で再び 2
号連続の意思決定支援特集を企画しました。本号
では支援の基盤となる組織体制整備や人材育成
のありようについて，次号では急性期病院で急増
する認知症を持つ方への意思決定支援について，
取り上げます。▶先日傍聴した厚生労働省による
会議「医療と介護の連携に関する意見交換」で
は，「人生の最終段階における医療の決定プロセ
スに関するガイドライン」がまだ十分に浸透していな
いという課題も提示されました。来年には診療報
酬・介護報酬同時改定を控え，2025年に向けた
重要な時期を迎えています。弊誌としましても「その
人らしい人生を生ききる」ことを支援するためのシス
テムづくり，地域づくりを考察していただけるような企
画を今後も考えてまいります。� （小齋）
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認知症を持つ患者の 
意思決定支援
本人の希望をかなえる「医療同意」の視点から
2015 年 1月号と2月号に続く意思決定支援特集。今回は認知症を持つ患者さんへの意思決
定支援について，本人の意思や希望を尊重した「医療同意」の視点を軸に考察します。� �
現在は事実上，各施設の運用や実践に委ねられている同意能力の評価や意思決定支援です
が，本特集ではそのよりよい姿，あるべき姿について，「認知症高齢者の医療選択をサポートす
るシステムの開発」プロジェクトの内容と，各地域の看護師の方 に々よる倫理的な実践報告から
考察します。
認知症の人の医療選択と意思決定支援
医療同意プロジェクトの成果と課題から◉成本 迅
【座談会】医療同意とは何か
法学の視点から◉小賀野晶一／名倉勇一郎／成本 迅
医療同意能力評価の実際
多忙な現場でいかに運用するか◉加藤佑佳
日常的なケアへの拒否と同意
ユマニチュードの実践から考える◉伊東美緒
【実践報告】認知症を持つ患者の意思決定支援に向けた組織的取り組み
◉佐藤晶子／桑原美香
【実践報告】ICUにおける認知症を持つ患者の意思決定支援
◉清水由美子／村上閑香
【実践報告】地域包括ケア病棟における認知症を持つ患者の意思決定支援
◉西岡さおり

巻頭

大学院で学ぶ看護管理学現場の実践から新たな「知」を生むために⑥
高知県立大学大学院

facebookアカウントをお持ちの方は「医学書院
『看護管理』」で検索していただき，「いいね！」を
お願いします。
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。

facebook，twitterやってます！
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